
まだまだ、水は汚染に泣いている。
W  A  T  E  R

水質汚染を語るとき、私たち横河電機は、テームズ川に

再び戻ってきたあの鮭のニュースを思い出さずにいられ

ません。河川や湖沼の水質が、産業や人の暮らしの進展

とともに無防備にも汚染化へと進んでしまった事実。そし

て、それ以上に、人々がそのことに気づき、水質浄化への

努力を惜しまなかったという事実を、産業革命発祥の地

イギリスでのニュースが象徴していると思うからです。ひ

るがえって、私たち日本の川は、湖は、それに連なる海辺

はどうでしょうか。魚たちや小鳥たちが戯れ、子供たちの

思い出に残る水辺をよみがえらせるために、横河電機は

持てる技術を結集していきます。

環境調和型の排水処理を行うためには、単に排水の無害

化だけでは不十分な時代にきています。副産物として発

生する汚泥を再利用できないものだろうか？この積極的な

アプローチにより実現したのが、横河電機・本社工場で稼

働した排水処理プラントです。プリント板加工・メッキ排水

を無害化処理して放流する一方、沈殿分離した汚泥をリ

サイクル化。さらに、点検可能な2重構造の地下貯漕、水

洗水の循環再使用による排水量の大幅削減、流入経路

別の分別処理など、数 の々メリットを実現しました。特に、

最新鋭の隔膜濾過装置（マイクロフロー）により処理され

た汚泥は脱水圧縮することで有価物となり、再生業者の

手により銅製連原料のペレットに生まれ変わります。銅地

金と鉱滓（セメント原料）としてのリサイクルが可能となり、

ゼロエミッションを達成しています。

そのほかにも、新たな成果を生みだす横河電機。小峰工

場で稼働した循環オイルブースも、その一例です。吹き付

け塗装工程での塗料飛沫を吸着捕捉する方式を、水循

環方式からオイル循環方式に変更しました。これにより、塗

料飛沫の吸着効率が格段に向上。年間15トンもの廃水の

引取りと、定期的な塗料カス回収作業を産業廃棄物処理

業者へ依頼しなくても済むようになるとともに、有機溶剤の

大気放出削減と職場内の環境改善を実現しました。

きれいな水をよみがえらせるために、

私たちにも、できることがあるはずです。
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排水処理プラントの放流水pH管理データ（自主管理値’97年度実績）


